
滋賀のアーカイブズ 第 3号 平成 29 年（2017 年）10 月 2日発行

- 4 -

社
寺
明
細
帳
と
は
、
明
治
期
か
ら
終
戦
直
後
に
か
け
て
、

内
務
省
と
県
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
た
、
神
社
や
寺
院
等
の

公
的
管
理
台
帳
の
こ
と
で
す
。
祭
神
・
本
尊
や
由
緒
、
境
内

の
坪
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
神
社
・
寺
院
の
歴
史
を

調
べ
る
上
で
欠
か
せ
な
い
基
本
史
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
成
り
立
ち
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

事
の
始
ま
り
は
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
こ
と
で
す
。

太
政
官
は
、
同
年
七
月
二
日
に
寺
院
明
細
帳
、
十
一
月
二
十

八
日
に
神
社
明
細
帳
の
作
成
を
府
藩
県
に
命
じ
ま
し
た
。
い

ず
れ
も
年
内
の
提
出
が
指
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
は

管
轄
地
の
変
動
が
激
し
く
、
翌
四
年
十
一
月
、
大
津
県
（
滋

賀
県
の
前
身
）
は
、
提
出
の
遅
延
を
願
い
出
て
い
ま
す
１

。
そ

の
後
は
、
作
成
さ
れ
た
も
の
か
ら
提
出
が
な
さ
れ
、
県
内
全

て
の
明
細
帳
が
提
出
さ
れ
た
の
は
、
神
社
は
明
治
五
年
九
月
、

寺
院
は
同
七
年
四
月
の
こ
と
で
し
た
２

。

た
だ
し
、
こ
の
時
の
明
細
帳
は
、
誤
り
が
多
く
不
十
分
な

内
容
だ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
十
二
年
六
月
二
十
八
日
、
内
務

省
は
再
度
、
社
寺
明
細
帳
の
作
成
を
府
県
に
命
じ
ま
し
た
。

様
々
な
祭
祀
施
設
を
、
神
社
・
寺
院
・
仏
堂
・
遥
拝
所
・
招

魂
社
・
祖
霊
社
の
五
種
に
分
類
し
た
上
で
、
郡
ご
と
の
編
製

を
指
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
内
務
省
の
指
示
を
受
け
、
県
は
十
一
月
六
日
、
改
め

て
社
寺
明
細
帳
の
作
成
を
戸
長
に
命
じ
て
い
ま
す
３

。明
細
帳

は
正
副
二
通
が
作
成
さ
れ
、
郡
役
所
で
は
、
戸
長
役
場
か
ら

提
出
さ
れ
た
明
細
帳
を
編
綴
の
上
、
一
部
を
県
庁
に
提
出
、

も
う
一
部
を
郡
役
所
で
保
管
し
ま
し
た
（
郡
本
）。
さ
ら
に
県

庁
で
は
、
提
出
さ
れ
た
明
細
帳
を
も
と
に
二
部
清
書
し
、
翌

十
三
年
七
月
二
十
九
日
、
一
部
を
内
務
省
に
提
出
４

、
も
う
一

部
を
県
庁
で
保
管
し
ま
し
た
（
県
本
）。
同
十
五
年
五
月
十
一

日
に
は
、
さ
ら
に
追
加
分
を
同
省
に
提
出
し
て
い
ま
す
５

。
現

在
本
県
で
保
管
し
て
い
る
明
細
帳
に
は
、
こ
の
時
作
成
さ
れ

た
「
郡
本
」
の
一
部
と
「
県
本
」
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

県
本
と
し
て
は
、
官
幣
社
二
冊
【
明
す
１
～
２
】、
県
社
以

下
諸
社
一
五
冊
【
明
す
３
～

】、
寺
院
二
二
冊
【
明
す

17

28

～

】、
仏
堂
三
冊
【
明
す

～

】、
除
籍
簿
四
冊
【
明

49

50

52

す

～

、

】
の
全
四
六
冊
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
合

25

27

53

本
含
む
）。
そ
の
他
、
内
務
省
へ
の
異
動
届
が
大
量
に
あ
り
ま

す
が
、
当
時
は
明
細
帳
を
修
正
す
る
場
合
、
同
省
へ
の
報
告

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
で
す
。
帳
簿
に
は
、
そ
の
度

ご
と
に
朱
筆
で
修
正
事
項
が
書
き
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

明
細
帳
は
、
郡
市
別
に
編
製
さ
れ
、
各
冊
の
巻
頭
に
は
町

村
・
大
字
ご
と
の
索
引
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
索
引

を
見
る
と
、
町
村
合
併
や
市
制
施
行
な
ど
で
、
郡
域
が
変
わ

る
度
に
編
製
し
直
し
た
跡
を
確
認
で
き
ま
す
。
最
終
的
に
現

在
の
形
に
な
っ
た
の
は
、
宗
教
法
人
法
が
施
行
さ
れ
る
昭
和

二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
の
こ
と
で
、
市
単
位
の
明
細
帳
は
、

大
津
・
彦
根
・
長
浜
の
三
市
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
（
近
江

八
幡
・
八
日
市
・
草
津
は
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
市
制
施
行
）。

一
方
、
郡
本
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
七
月
、
郡
役

所
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
県
に
引
き
継
が
れ
た
五
冊
【
明
す
101

～

、

】
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
（
合
本
含
む
）。
た
だ
し
、

104

106

全
て
が
移
管
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
蒲
生
・
東
浅
井
・
甲

賀
・
野
洲
の
四
郡
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
本
と
比
べ
て
特
徴
的
な
点
は
、
遥
拝
所
の
明
細
帳
（
蒲

生
郡
）
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
遥
拝
所
と
は
、
あ

る
神
社
の
祭
神
を
離
れ
た
場
所
か
ら
拝
す
る
た
め
の
場
所
で
、

明
治
十
三
年
七
月
時
点
で
は
、
そ
の
明
細
帳
が
内
務
省
に
提

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
大
正
五
年
八
月
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
そ
の
後
県
内
の
遥
拝
所
は
、
全
て
廃
さ
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
６

、明
細
帳
も
県
本
と
し
て
は
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と

見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
郡
本
に
は
戸
長
が
明
細
帳
を
提
出
し
た
際
の
添

書
も
、
合
わ
せ
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
県

本
・
郡
本
の
双
方
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
社
寺
明
細
帳
の
理

解
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。（
大
月
英
雄
）

１

「
雑
書
類
編
冊

甲
」【
明
す

（

）】。

575

41

２
「
雑
書
類
編
冊

甲
」【
明
す

（

）】、「
雑
書
類
編
冊

乙
」【
明
す

（

）】。

575

51

577

21

３

「
社
寺
ニ
関
ス
ル
本
県
令
達
」【
明
あ

（

）】。

244

18

４

「
社
寺
明
細
帳
編
製
及
異
動
届
書
類
」【
明
す

（

）】。

56

13

５

「
社
寺
明
細
帳
編
製
及
異
動
届
書
類
」【
明
す

（

）】。

56

19

６

「
内
務
省
文
部
省
報
告
事
類
編
冊
」【
大
す

（
９
）】。
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蒲生郡神社明細帳（県本）【明す9】


